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11. はじめに
朴珎怜氏の博士学位請求論文『事業推進に向けての社会的活動－近江日野商人
中井源左衛門家・近江日野商人高井作右衛門家・野田醤油の事例－』は、A4版
81ページ（目次等 3ページ、参考文献・資料等 5ページ）、資料集 33ページか
ら成り、以下の構成になっている。
はじめに 4
第1章 序論－企業の社会的活動 7
第2章 中井源左衛門家における社会的活動 21
第3章 高井作右衛門家における社会的活動 45
第4章 野田醤油における社会的活動 58
結語 72
以下、審査要旨を、論文の構成と概要、論文の特徴と評価、結論の順に述べる。
2. 論文の構成と概要
以下に各章の内容を概観する。
「はじめに」においては、本論文の論旨が以下のように要約される。近年関心を
集めている「企業の社会的責任」の日本における源流は、近江商人の「三方良し」
に求められる。近江商人はじめ近世・近代の商家は、多くの社会的活動を行ったが、
それらは主として慈善による善行の視点から捉えられてきた。本論文は、それらの
活動が、利潤に向けた事業推進（もしくは維持）動機に強く支えられたことを、一
次資料に基づいて検証するものである。
第１章では、上記の立論を行うに当たって用いられる概念並びに手法が提示され
る。個人による社会的活動の動機の分析において、心理学は利己的動機と利他的動
機の類型を用いている。本論文の主題である企業の社会的活動の動機の分析に当た
って、この類型を慈善動機と事業推進動機に再編する。この類型を用いて、第２章
以下で取り上げる各商家の社会的活動を、慈善動機によるものと、事業推進動機に
よるものに分類する。分類に際しては、主として商家の文書に記載されている表現
に依拠し、さらに関連資料や文献に見られる記述をも参照する。
また、本章では、本論文の主題である事業推進動機に支えられた商家による社会
的活動の重要性を以下のように説明している。近世・近代の政府部門（幕府・藩）
は、現代のそれと違い、困窮者支援や公共事業を行うことを必ずしも使命とされず、
そのための十分な財源も持っていなかったため、それらの事業が民間に委ねられる
度合いが大きかった。民間におけるその重要な担い手となるのが商家であり、商家
による社会的活動の動機として、事業推進動機が大きな役割を果たすことになるの
2である。
第２、３、４章においては、考察の対象となる近江日野の二商家と野田醤油に関
わる文書に依拠して、その社会的活動を、主として慈善動機によるものと、主とし
て事業推進動機によるものに分類する。そして、事業推進動機に支えられる活動が
多数あることが確認される。
まず第２章では、近江日野商人中井源左衛門家における社会的活動が取り上げら
れる。中井源左衛門家は、行商による産物回しを中心に、金融業、醸造業にも進出
した。同家による社会的活動には困窮者支援のための施行をはじめ、道路修復、橋
の架け替え、常夜灯設置などがあり、これらの多くが事業推進動機に支えられてい
たことが示される。
第３章では、近江日野商人高井作右衛門家における社会的活動が取り上げられる。
高井家も行商にはじまり、問屋、醸造業、金融業を営んでいた。同家の社会的活動
で顕著なものは、飢饉や火事における救済である。それらは慈善的な施しという面
を持つが、むしろ事業の維持推進のための危機管理策の側面が強いことが示される。
第４章では、キッコーマン株式会社の前身に当たる野田醤油が取り上げられる。
千葉県野田において一族を中心に醤油・味噌の醸造業を営む野田醤油組合は、慈善
動機による困窮者支援以外に、原料水の水質を安定させるための水道敷設、原料・
製品輸送効率化のための鉄道敷設、そして従業員の健康維持のための病院開設を行
ったが、それら全てが地域住民にも開放された。これらが、事業推進に向けた社会
的活動の顕著な例とされる。
「結語」においては、第４章までの議論のまとめと、今後の課題が述べられる。
3. 論文の特徴と評価
本論文の貢献として評価すべき点は、次の二点である。
第一に、商家の社会的活動に関する従来の研究においては、慈善的側面が強調さ
れてきたのに対して、事業を維持・推進するためという側面が重要であることに注
目し、それを具体的事例における一次資料を用いて示したことである。
第二に、近江日野商人中井源左衛門家ならびに高井作右衛門家による社会的活動
の包括的なリストは先例がなく、経営史の資料としての価値が認められる。また、
野田醤油による社会的活動の分析も先例を見ないものである。
これに加えて、本論文の貢献そのものではないが、日本語が母国語ではないのに
もかかわらず、古文書を研究素材に取り上げるという困難に敢えて挑んだことは、
著者の高い研究意欲と能力を示すものとして評価される。
4. 結論
3以上を考量して、改善の余地はあるものの、公共経営研究ならびに経営史研究に
対する顕著な貢献があり、博士後期課程を修了して独立した研究能力を証明するも
のと認め、本論文が博士（公共経営）の学位を授与するに値するものと判断する。
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